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what is mA ？

 mA(エムエー)は、多摩美術大学

テキスタイルデザイン専攻の有志

学生で発行しているテキスタイル

フリーマガジンです。身の周りの

様々なモノ・コトをデザインとい

うクリエイティブな視点から、実

際に見て聞いて感じ、探ったこと

をたくさんの外部の方々へ発信し

ていきます。

　世の中に存在する服飾やインテ
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ザイン」とは生地や繊維について

のデザイン（設計）のことで、

柄はもちろん、素材や構造設計の

ことで配色などのビジュアルから

機能性まで含むデザインを指し、

私たちの生活において欠かせない

ものです。
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0 0  「装 」について



テキスタイル デザイナー　氷室友里　特別インタビュー

Y U R I  H I M U R O

S p e c i a l  i n t e r v i e w

きっかけは、ワインオープナー

　もともとテキスタイルではなくプロダクトデザインをやり
たい気持ちが強かったんです。きっかけは、子供の頃家
にあった「ALESSI」のワインオープナーでした。女の子
の形をしていて回すと手を広げて上下するようになってい
て、そんなおもちゃのようなプロダクトにとても惹かれ、そ
のオープナーを親が使う瞬間をすごく楽しみにしていまし
た。なんてことのない動きなのだけれど、日常に楽しい
要素が自然と溶け込んでいるみたいで、すごくいいなと
感じていて。それでプロダクトデザイナーを目指そうと美
大を志しました。でも勉強をしていく中で、機能性や効
率性を前提にデザインを考えていかなければならない事
に、少しズレを感じ始めました。私が惹かれるプロダクト
は、バックグラウンドが工芸に近い、便利なだけじゃない
デザインだなと思ったんです。やっぱり自分がいいなと感
じるものを作りたいと思い、ストレートにプロダクトデザイ
ンの道に進むのではなく、テキスタイルをバックグラウンド
に置いて、デザインに携わりたいと思いテキスタイルデザ
インを志しました。
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◀ [ FLOWERS ] ハンカチブラ
ンド「swimmie」にデザイン提
供したハンカチ。タグの部分を
引っ掛けて吊るすと三角錐に丸
まって花束のようになる。写真
は、2017 年「CASE GALLERY」
で母の日に合わせて開催された
展示会の様子。
撮影／ Masahiro Muramatsu

会場構成／ Hamanishi DESIGN

人が何かアクションを与えることで、より魅力的になるテキスタイル。
氷室友里のデザインは、どうしてあんなにもワクワクさせてくれるのだろう。
人を楽しませる事ばかりを考えていると言う彼女のデザインの裏側を、
今回のテーマである「装」を交えて取材した。
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率性を前提にデザインを考えていかなければならない事
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は、バックグラウンドが工芸に近い、便利なだけじゃない
デザインだなと思ったんです。やっぱり自分がいいなと感
じるものを作りたいと思い、ストレートにプロダクトデザイ
ンの道に進むのではなく、テキスタイルをバックグラウンド
に置いて、デザインに携わりたいと思いテキスタイルデザ
インを志しました。

日常を彩るプラスα

　大学院に進んだ当時、世間ではちょうどサスティナブ
ルデザインが話題になっている時期でした。再利用素材
を使って本当に必要なデザインは何かを考えるといった
ような。大学でそのようなプログラムに参加していた事も
あり、新しくものを作ることが無駄なんじゃないかって思
い始めてしまったんです。でも、もともとはワインオープ
ナーをきっかけに、必要最低限だけでなく何かプラスα
の要素を入れることで人を楽しませたいとデザイナーを
志した事もあって、どんなデザインを目指したらいいの
か自分の中で決めきれなくて。それでもう一度考えよう
と、フィンランドの大学院に入ってそこで色んな考えを振
り払って作品作りに没頭しました。フィンランドでは日常
を華やかにするプラスαのデザインが自然に認められて
いる文化があり、ああ、やっぱりこういうデザインも必要
だと、私はこっちでいきたいと、改めて思いましたね。
自分の目指していたものを追っていった結果が今なんで
す。自分が一番好きなところに落ち着きました。

テキスタイルと装飾

　装飾とテキスタイルはすごく相性が良いと思っていま
す。装飾という存在自体プラスαの要素だから。
テキスタイルって、単純に形が変わりやすかったり、横
を通り過ぎただけでなびいたり、厚みや透け感、柔らか
さや重みだったり、比較的簡単にいろいろコントロール
できるんです。変化というものにすごく対応できるという
か。だからこそ、それがどう人と触れ合うのか、生活の
中で布とどう接してどう変化しているかみたいなところを
観察してデザインしていますね。そんなことを考えている
と" ただ可愛い花柄 "とかは、絶対できないんです。布
と人の動きと気持ち、色々な要素が重なった瞬間にカ
チッとはまって心が動く。そういうところを狙ってデザイン
を考えています。それができるのもテキスタイルならでは
で、ハサミで切ると柄が変わるという今までにないコン
セプトも、布という素材だからこそ日常に入り込みつつ、
装飾として成り立つのかなって思いますね。

この布はどんな風に使われるのだろう

　私は、テキスタイルをデザインする時に、一度プロダ
クトとして置き換えて考えているというか、最終形態を意
識します。その布がどう使われるのかなとか、生活の中
でどの位置にいるのかなとか。例えば、最近生地メー
カーさんから生地のデザインの依頼がありました。製品
ではなく布そのもののデザインの依頼だったのだけれど、
それも生地という一つのプロダクトとして考えました。生
地ってどういう存在なのだろうと手芸をする人達の話を
聞いてリサーチし、この生地を手に取った人の創作意欲
が湧くような、これを使って想像力が掻き立てられるよう
なプロダクトとしての反物をデザインしました。なぜこれ
は布なのだろうとか、この布はどんな風に使われるのだ
ろうとか、そういった観点から考えていった方が手に取
る人には伝わり易いですよね。色々な世界があるから、
何を目指すのかで変わってくると思うけれど、日常に入り
込むちょっとした楽しさや嬉しさのような想像力や感情を
動かすものが、私のデザインのきっかけになっていると思
います。

なくても良い、でもやっぱりあった方が良い　

　マイナスをゼロにするのではなく、ゼロをプラスにす
ることが私の目指すところだと思っています。どうやって
人を楽しませられるのかを考えてばかりだけれど、それ
自体が装飾の範囲内だなとこのテーマをもらって捉え直
しました。装飾があることでその人のお気に入りになれ
たりその人らしさが出たり。特別なものになるためには
装飾は大切なものですよね。気持ちと直結しているから
少し違うなと思えばすぐ取れるし、その人自身で簡単に
操作できるのが良いところだと思います。例えば、ホー
ムパーティーをするときに派手に飾ったり、お気に入り
のクッションを部屋に置いたり、そういうことで気持ちは
すごく変わるし、それらが全くない生活ってすごく寂しそ
うだなって思います。やっぱり、装飾は人の生活や気持
ちを豊かにするものだと思うから。無くてもいいけれど、
でもそれってやっぱり良いよねって提案し続けることが私
の役割だと思うし、そういうところに居続けたいなと思っ
ています。

© Y U R I H I M U R O 2 0 1 8
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氷 室  友 里 Y U R I  H I M U R O  /  テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ナ ー
1 9 8 9 年 生 ま れ 。
2 0 1 3 年 多 摩 美 術 大 学 大 学 院 テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン 領 域 修 了 。
在 学 中 に フ ィ ン ラ ン ド の ア ア ル ト 大 学 に 交 換 留 学 し 、 ジ ャ カ ー  
ド 織 を 学 ぶ 。 人 と 布 と の 関 わ り の 中 に 驚 き や 楽 し さ を も た ら す
こ と を テ ー マ に デ ザ イ ン を 行 う 。 遊 び 心 溢 れ る オ リ ジ ナ ル テ キ
ス タ イ ル 開 発 の ほ か 、 様 々 な 企 業 へ デ ザ イ ン 提 供 を 行 う な ど 、
活 動 の 幅 を 広 げ て い る 。

▲ [ HIDE AND SEEK ] ジャガード織りの技術を応用して、一枚の布で表と裏の柄が変化する生地。表から見ると隠れていた猫が、ファスナーを開けると現れる。 

▼ [ snip snap series SATOYAMA ] 
人とテキスタイルとの関わりの中でハサミで切るという動作に注目した snip-snap textile 。二重の構造を持つテキスタイルを開発し , ハサミを入れることにより
新たなストーリーを加えることができる。切りかたによって川をつなげたり、湖を作ったり、地面から生える草花に見立てたりと様々な楽しみが広がる。
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人とテキスタイルとの関わりの中でハサミで切るという動作に注目した snip-snap textile 。二重の構造を持つテキスタイルを開発し , ハサミを入れることにより
新たなストーリーを加えることができる。切りかたによって川をつなげたり、湖を作ったり、地面から生える草花に見立てたりと様々な楽しみが広がる。
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ぼ く ら の は な し
動物のカラダの表面は皮に包まれ毛が生えている。ぼくらヒトのカラダの毛は退化して
しまったから、他の動物の表面を纏い、身に着け、重ねてみる。表面を剥がされた動物
たちは、表面を剥がしたヒトたちは、過去と未来にどんな選択肢があるのだろうか。10
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　かつてヒトが裸で狩りをしていたとき、動物を食料と
してだけでなく毛皮や骨を道具として利用し始めた。最
初は住居の防寒、やがて衣類として身に着けるように
なった。ヒトが衣類を身に着けるようになった起源は諸
説あるが、動物の毛皮（リアルファー）を剥いでつくった
毛皮衣が最初に出現した衣類のひとつだったのは間違
いないらしい。寒さや摩擦から身を守るため、権威や力、
身分を表すために毛皮衣は当然のように広まっていった。
そして、21 世紀に生きるぼくらの手元には動物から剥ぎ
取ったリアルファーが未だ女性を中心に装飾品として愛
用され続けている。　

　リアルファーについてぼくたちはどう受け止めるべきか、なにが正解という答えは
ないのだろう。ぼくらは欲望のままに肉や卵を食べ、ミルクを飲み、革靴を履き、
さまざまな形で動物たちへの搾取を続けている。絶滅が危惧されている動物もいる
けれど、ヒトが昔から行ってきたその営みを完全に止めることはできない。これから
の未来は、動物たちとうまく付き合っていくために知識を得ることが大切であり、そ
のうえで、個人が選択する時代なのだ。現状を知ったうえでひとつ想像してみてほし
い。もし、進化の過程でぼくらの毛が退化せずに、ぼくらより賢い生き物がいたら、
ヒトの毛皮でコートが作られていたかもしれないことを。

ぼくらと動物の歩み

　世界中でリアルファーのために失われている命は、毎
年1億頭以上にものぼる。衣服だけでなく、バッグ、帽子、
アクセサリーなどに加工され、店頭に並ぶ。リアルファー
が廃れない背景には、毛皮業界が世間の批判を受け入れ、
飼育環境の改善などを進めてきたことが一因となっている。
主として動物愛護を訴える団体からの圧力に応じるためだが、
毛皮生産者にも結果的に良い変化となった。動物たちのストレ
ス軽減に役立ち、毛皮の質の向上につながるからだ。一方で、脱
リアルファーを掲げる No fur の運動に参加する企業も増えてきてい
る。未だに酷い扱いを受けている動物もいることから大手ブランドも続々
とリアルファーを制限することを発表し、ファッション業界にも大きな影響を
与えている。リアルファーを制限する背景には、かつてフェイクファーと呼ばれた化
繊などを使い素材が改良され「エコファー」として人気を呼んでいることや、リアル
ファーとの違いも減りどのブランドも表現の幅をキープできている。しかし、No fur
の取り組みは動物愛護の観点だけでなく、地球への負荷を危惧した取り組みだけれ
ど、その素材開発が別の環境汚染を引き起こしているという話もある。

12
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中表紙・B5 中ページ（見開き）・B4　 中ページ（1 ページ）・B4　 中表紙・B5

の Sponsor になりませんか？

mAでは毎号、協賛企業・団体様の広告の掲載、

編集部での広告制作のご依頼も承っております。

また随時設置場所も募集しております。

興味いただけましたら下記までご連絡ください。

詳細の資料をお送り致します。

他、ご相談・ご質問もお気軽にお問い合わせください。

ma.f reemagaz ine@gmai l . com

対象：アート・デザイン分野に興味のある方、学生、団体

配布：全国の大学、予備校、ギャラリー、ショップ、百貨店 etc .

［広告サイズ一覧］

設置場所

●商業施設
・渋谷ヒカリエ８Ｆ

・Bunkamura ブックショップ　

・NADiffmodern

・Juana de Arco 表参道店

・Bookshop LIBRERIA

・TOTO ギャラリー 間 2F  

  Bookshop TOTO

・桂屋ファイングッズ株式会社 

　日本橋みやこ染

　ワークショップスペース somenova

●フリーペーパー専門店
・ONLY FREE PAPER

・無印良品 岡山ロッツ店

・MUJI BOOKS ヒカゴプレイス店

・只本屋

●ギャラリー
・デザインフェスタギャラリー

・spiral 青山

・ギンザ・グラフィック・ギャラリー

・クリエーションギャラリー G8

・ガーディアン・ガーデン

●大学
・東京藝術大学

・多摩美術大学

　八王子キャンパス / 上野毛キャンパス

・武蔵野美術大学

　鷹の台ホール / 図書館リーフレット棚

・東京造形大学

・女子美術大学

・大阪産業大学

他、各種予備校・商業施設等
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コーデポイント

かしこまった彼女の
ご両親への挨拶の時
に着ていくんじゃ〜

\ ﾄﾞｷﾄﾞｷ /

おいら「えび丸」!
彼女のカニ美との
デートでも使える
コーディネート、

みんな考えてくれ〜

コーデポイント

オラの肌着じゃ〜
恥ずかしいから

あんまり見るな〜 !
///

コーデポイント

寝る時はもちろんこれ！
意外と気持ちいいのじゃ

おぬしも着るか？

コーデポイント

彼女とのデートは
もちろんこの一張羅 !
ﾊﾞｼｯと決めるんじゃ〜

\ ｷﾞﾗｷﾞﾗ /

ポイント
大流行の

トマトバッグ！

コーデポイント

寒い日はこいつと一緒に〜
ヒトで言う

「まふらあ」ってやつじゃ
\ ﾎﾟｶﾎﾟｶ /
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【Twitter】 @ma_freemagazine

【Instagram】@ma.freemagazine

【Facebook】 https://www.facebook.com/ma.freemagazine

【HP】 https://mafreemagazine.wixsite.com/textile

【Mail】 ma.freemagazine@gmail.com

ご意見、ご感想ありましたらぜひご連絡ください。

SNSも随時更新しております。よろしくお願いします！
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In s tagramHP

渋谷ヒカリエ 8F

スパイラル
TOTOギャラリー間

ggg

ONLY FREE  PAPER

多摩美術大学
武蔵野美術大学
東京藝術大学

他全国百貨店
商業施設

ギャラリー
フリーペーパー専門店

大学、美術予備校

設置場所も
随時募集しております !

Tw i t te r
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株式会社デジナ
大阪府大阪市中央区船場中央３ｰ１ｰ７ 　７号館２８２号
Tel：050-3852-4758　mail：info@digina.jp
HP：http://www.digina.jp/
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